
 

望ましい人間関係を形成する手立てについて 

―小学校道徳での授業実践を通して― 
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1.問題 

(1)昨年度の研究より 

昨年度の研究では，通常学級の担任の立場

から，交流及び共同学習のあり方についての

手立てや支援という視点から考えた。みんな

でできる活動や児童同士が意識し合える場の

設定をしていくことで，児童同士のかかわり

合いを生み出すことができたということが，

成果として挙げられた。一方で，特定の児童

とのかかわり合いになってしまうことが多く，

児童間でのかかわり合いや学び合いが確保さ

れていたとは言えなかった。特定の児童とい

うのは，日常生活の中でも特別支援学級の児

童と積極的にかかわっている児童がほとんど

であった。 

このような成果と課題から，かかわり合い

を生み出すためには，友達のことを理解し，

自分にできることを考えて，それを行動に移

せるようにしていくことが必要であると考え

た。また，これは 1 つの授業の中で成り立つ

ものではなく，日ごろから意識していないと

自然なかかわり合いは生まれないのではない

かと考えた。さらに，かかわり合いを生み出

すためには，まず児童が望ましい人間関係を

形成していくことが必要であり，そのために

教師には何ができるかという手立てを考えて

いく必要があるのではないかと考えた。 

(2)「望ましい人間関係」の定義 

岡山教育センターの研究（2001）の中で，

現在の子どもたちの友達関係をめぐる様々 

な課題について「遊びの中で自然に身に着け

ていた社会性や創造性，自立性など望ましい

人間関係をつくっていくための能力を身に着

けることができないまま成長しているためで

はないか」と述べている。また，子どもたち

の人間関係の現状について，「多くの小・中学

生は，友だちとの関係，家族や教師との関係

などの人間関係でイライラ感を募らせており」

と述べている。これらのことより，児童はど

のように周りの児童と人間関係を形成してい

けばいいのかわからず，様々な困難に直面し

ているのではないかと考えられる。 

望ましい人間関係について以下の 7 点が挙

げられている。（栃木県教育委員会事務局 2005） 

(ⅰ)他者との間で，互いの人格を尊重し合う 

意欲や態度が成り立っている関係  

(ⅱ)他者との相互信頼が成り立っている関係  

(ⅲ)トラブルや問題が生じた際に，共に力を 

合わせて解決しようとする意欲や態度 

が成り立っている関係  

(ⅳ)それぞれが主体性を持ち，自分の意思や 

考えを表現することができる関係 

(ⅴ)集団内での少数の意見や考えを尊重する 

ことのできる関係 

(ⅵ)特定の人間同士の中で完結した閉鎖的な

関係ではなく，新たな人間との出会いの

中で，異なる意見を理解していこうとす

る意欲や態度が保たれている関係 

(ⅶ)互いによりよい在り方や生き方を求め， 

高め合っていくことができる関係 

この 7 項目より，「(ⅰ)他者との間で，互い

の人格を尊重し合う意欲や態度が成り立って

いる関係」と「(ⅱ)他者との相互信頼が成り立

っている関係」の 2 点に着目し，本研究では

望ましい人間関係を「児童が周りの友達のこ

とを考えて生活していく中で，互いを理解し，

認め合える関係」と定義づける。 

 



 

(3)道徳を設定した理由 

 小学校学習指導要領解説特別活動編（文部

科学省 2017）の中で，「特別活動は，集団活

動や体験的な活動を通して，多様な他者と人

間関係を築き，協働して学級や学校文化の創

造に参画する教育活動であり，人間関係形成

や社会参画に資する力を育むことを目指すも

のである。…中略…学校における様々な集団

活動や体験的な活動を通して，児童の人間形

成を統合的に図ることを特質とする特別活動

は，大きな役割を担うものである。」と記され

ている。このことより，望ましい人間関係を

形成していくために，特別活動が特に重要視

されていることがわかる。実際に先行研究や

授業実践も特別活動や学級づくりの中で人間

関係形成を図っていくものが多い。 

 しかし，小学校学習指導要領解説特別活動

編（文部科学省 2017）の中で，「特別活動は，

道徳科の授業で学んだ道徳的価値の理解及び

それに基づいた自己の生き方についての考え

を，よりよい学級や学校の生活と人間関係を

築こうとする実践的な活動や，キャリア形成

と自己実現に向けた活動の中で実際に言動に

表すとともに，集団の一員としてのよりよい

生き方についての考えを深めたり，身に付け

たりする場や機会でもある。」と記されている。

このことより，望ましい人間関係を形成して

いく上でも，まずは道徳で価値を学ぶことが

必要なのではないかと考える。 

 道徳を充実させるための 5 つの条件として

横山（2007）は，以下の 5 点を挙げている。 

(ⅰ)道徳教育の目標について共通認識を持つ 

(ⅱ)子どもの生活レベルで道徳の内容をとら 

えること 

(ⅲ)計画を見直し実行すること 

(ⅳ)道徳の時間の特質を理解すること 

(ⅴ)実施の際の指導技術に磨きをかけること 

この中から特に(ⅱ)の「子どもの生活レベ

ルで道徳の内容をとらえること」に着目をし

た。また，横山（2007）は，『「何を教えるの

か」ということを念頭に置いて考えるよりも

「何を考えさせるのか」ということに比重を

おいて検討することが肝要です。』と述べてい

る。このことより，考えさせる授業が求めら

れていることがわかる。 

これらのことより，児童がしっかりと自分

のことを考えることが必要なのではないかと

考える。資料を使って「この人はどう思った

んだろう？あ，そう思ったのか。」と他人事と

して考えて終わるのではなく，児童が「ぼく，

わたしはどうなんだろう。こういうことあっ

たかな。ぼく，わたしはどんなことしている

かな。」と，自分のことを考えていくような道

徳をしていくことで，望ましい人間関係を形

成していくことにつながるのではないかと考

える。 

 

2.目的 

本研究では，望ましい人間関係を形成する

手立てについて，小学校道徳での授業実践を

通して考えることを目的とする。 

 

3.方法 

(1)実習について 

学校：山梨県内公立小学校 

 学年：第 4 学年 1 クラス 

    男子 11 名     女子 22 名 

    特別支援学級 1 名 通級 2 名 

 期間：2017 年 5 月～12 月 

(2)研究方法について 

①参与観察 

対象クラスの児童の実態や児童同士の関

係，かかわり合い，教師のかかわり方等につ

いて参与観察を行った。 

②アンケート実施 

 対象クラスの児童に対して，授業 1 週間前

と授業 1 週間後にアンケートを実施した。児

童が普段の生活の中で，周りの人を考えて行

動することが，必要だと思われる場面につい

て，以下の質問を行った。 



 

なお，(ⅵ)の質問に関しては授業後のアン

ケートのみ行った。 

(ⅰ)ごみが落ちていたら拾っていますか。 

(ⅱ)そうじ分たんを仲良く決めていますか。 

(ⅲ)ろうかが水でよごれている時，進んでふ 

  いていますか。 

(ⅳ)遊具を使って遊ぶ時，友だちとゆずりあ 

って遊んでいますか。 

(ⅴ)列をつくる時，ゆずりあっていますか。 

(ⅵ)道徳で「雨のバス停留所で」を勉強してか 

ら，周りの人のことを気にかける機会は

増えましたか。 

➂授業実践 

教科：道徳 

主題名：よく考えて行動する 

 内容Ｃ項目－（10）規則の尊重 

資料名：「雨のバス停留所で」 

 

4.授業実践 

(1)指導案について 

①主題名 よく考えて行動する 

内容Ｃ項目－（10）規則の尊重 

②資料名 「雨のバス停留所で」 

③主題設定の理由 

(ア)ねらいとする価値 

 本主題は，「内容項目―Ｃ（10）規則の尊重」 

がねらいである。集団生活をしていく上で，

定められているきまりや約束を守ることは，

当たり前のことである。学習指導要領解説に

「人と人とが仲間をつくり，よりよい人間関

係を形成するうえでは，自分の思いのままに

行動するのではなく，集団や社会のために自

分が何をすればよいのか，また，自分に何が

できるのか，自他の権利を十分に尊重する中

で果たすべき自らの義務を考え」と示されて

いる。目に見えるきまりや約束を守るだけで

はなく，集団生活をしていく上で，自分の事

だけを考えて生活するのではなく，周りの人

のことを考えながら生活していく事の大切さ

に気付かせ，周りの人のことを考えて行動し

ようとする気持ちを育てたい。 

 

(イ)ねらいにかかわる児童の実態 

 学校や学級の約束やきまりを守って生活し

ている児童は多く，また，守ろうとする意識

は高い。その一方で，掃除の場面や休み時間

など日常の何気ない場面で，自分のことを優

先した行動をとってしまったり，周りの人の

ことを考えずに行動をとってしまったりする

ことがある。また，「自分がやらなくても誰か

がやってくれるだろう。」と，行動に移せない

児童もいる。 

(ウ)資料について 

 本時では，規則の尊重を扱った「雨のバス

停留所で」を資料として扱う。雨の日に，バ

ス停付近のタバコ屋さんの軒下でバスを待っ

ていた主人公のよし子は，バスが見えたので

真っ先に駆け出し，停留所の一番前に並んだ。

それを見た母は，よし子を元の場所まで引き

戻した。バスに乗ってもよし子は納得をして

いない。そんなよし子を母は知らんふりをす

る。資料は，そんな母の横顔を見て，よし子

が自分のしたことについて考える場面で終わ

る。 

(エ)本時のねらい 

自分の事だけではなく，周りの人のことを

考えて行動しようとする態度を育てる。 

(オ)展開 

表 1．指導案（一部抜粋） 

過程 学習活動と内容（○発問） 

導入 

 

1.順番待ちをしているときの気持ちを

考え，発表する。 

○順番待ちで並んでいるときのことを

思い出してください。この時，どんな

気持ちで待っていますか。 

展開 

 

前段 

 

2.資料「雨のバス停留所で」を読んで考える。 

○バスを待っているときのよし子さん

は，どのような気持ちだったでしょ

う。 



 

 

 

・出来事の確認をする。 

○よし子さんの行動に対して，お母さん

はどんな行動をとりましたか。 

○お母さんは何も言っていませんが，も

しお母さんが何か言ったとしたなら，

どんなことを言ったでしょうか。 

 
 

〇よしこさんは，お母さんの横顔を

見て，どんなことに気付いたでし

ょうか。（主発問） 

後段 

 

 

 

3.自分のことを考える。 

○あの時もっと周りの人のことを考え

ればよかったなと思ったことがあり

ますか。 

終末 4.教師の話を聞く。 

(2)具体的な手立てについて 

①具体的な価値の設定 

教師が学習指導要領の内容項目を細分化

し，より具体的な価値の設定を行った。 

これは，教師が児童に何を伝えたいか，何

を考えさせたいかを明確にしておくことで，

よりよい授業を考えていくための手立てにな

るのではないかと考え，行った。 

②授業構成の工夫 

展開の前段では「資料について」，後段では

「自分の事」と分けて構成した。その際に発

問やワークシートの工夫を行った。 

(3)具体的手立ての実際 

①具体的な価値の設定 

まず小学校学習指導要領解説特別の教科

道徳編（文部科学省 2017）の内容項目に目

を通した。Ｃの「主として集団生活や社会の

かかわりに関すること」という大きな枠組み

の中の 1 つである(10)規則の尊重「約束や社

会のきまりの意義を理解し，それらを守るこ

と。」に着目をした。次に，概要として書かれ

ている部分まで目を通した。その中から，今

回の授業において何を大切にするかを考えた

うえで，「自分の思いのままに行動するのでは

なく，自分が何をすればよいのか，自分に何

ができるのか」という部分が必要であり，考

えさせたい部分であると考えた。それらを踏

まえたうえで，目に見えるきまりや約束を守

るだけではなく，集団生活をしていく上で，

自分の事だけを考えて生活するのではなく，

周りの人のことを考えながら生活していく事

の大切さに気付かせ，周りの人のことを考え

て行動しようとする気持ちを育てたいという

具体的な価値を設定した。 

このように教師が，ねらいとする価値を具

体的かつ明確にすることで，発問が精選され，

児童もぶれずに考えることができたと考えら

れる。 

②授業構成の工夫 

【展開 前段】 

 展開の前段は，資料から考える時間にした。 

(ア)資料提示の仕方 

 バスが来る前までを前半，バスが来たとこ

ろからを後半と分けて授業を進めていった。

前半部分では資料を配布せず，教師の範読と

挿絵のみで進めていった。後半部分では，資

料を配布し，教師の範読を行った。これは，

先読みを防ぐことと，前半部分のバスを待っ

ている気持ちを考える際に，児童の率直な気

持ちを出させることを意図して行った。 

発問 1 

バスを待っているときのよし子さんはど

のような気持ちだったでしょう。 

児童の反応 

・寒いな     ・早くバスがこないかな  

・つまらないな  ・バス遅いな 

 資料を配らなかったことで，集中して話の

内容を聞く児童の姿がみられた。また，児童

の反応より，よしこの気持ちに寄り添い，児

童の率直な気持ちを引き出すことができたの

ではないかと考えられる。 

(イ)発問 

発問 1バスを待っているときのよし子さんは，

どのような気持ちだったでしょう。 



 

発問 2よし子さんの行動に対して，お母さん 

はどんな行動をとりましたか。 

発問 3お母さんは何も言っていませんが，も

しお母さんが何か言ったとしたら，ど

んなことを言ったでしょうか。 

発問 4（主発問） 

よしこさんは，お母さんの横顔を見て， 

どんなことに気付いたでしょうか。 

 読み取りの発問を 1 問（発問 2），考える発

問を 3 問（発問 1，3，4）と読み取る内容を

最小限に抑え，考える場面を多く設定した。

これは，読み取って終わってしまうのではな

く，考えることを重視するために行った。読

み取りが少なく，考える場面を多くしたこと

で児童がよく考えている姿が見られた。 

 また，発問 3 は，児童の考えをより深くす

るために，客観的な視点として母のセリフを

考える発問を設定した。 

お母さんは何も言っていませんが，もしお

母さんが何か言ったとしたらどんなこと

を言ったでしょうか。 

児童の反応 

・お年寄りや小さい子を優先しなさい。 

・勝手に行動してはいけない。 

・一番前に行ったらダメ。 

ここで「一番前に行ったらダメ。」と出たの

で，なぜダメなのかを児童に質問した。これ

は，早く乗りたい気持ちを共感した上で，な

ぜダメなのかを考えることで，児童の中で葛

藤をさせるために行った。しかし，すぐに「一

番前の人は最初からいると思うし，順番を…」

と児童から出てきた。それに対して，教師側

から「寒かったら早く乗りたいもんね。」「順

番を守らなきゃいけないから」などと提示を

してしまい，うまく葛藤させるような場面を

つくりだすことができなかった。この後に，

「他に何かありますか。」と再び聞き，児童か

ら，「他の人も並んでいたよ。」「他の人のこと

も考えなさい。」と出てきた。そこをうまく「な

ぜダメなのか」という部分とつなげていくこ

とで，児童がより深く考えることができたの

ではないかと考える。 

 このような発問の工夫を行うことで，それ

ぞれの発問に対して，よく考えている姿が見

られた。また，より児童が深く考えるために

は児童が葛藤するような展開を取り入れるこ

とも必要だったのではないかと考えられる。 

(ウ)ワークシート 

 発問 3 の部分に関して，児童がイメージし

やすく，考えやすいように母の顔と吹き出し

を付けた。（図 1） 

児童の反応 

（児童記述抜粋） 

・よこはいりを 

したらいけ 

ない。 

・前の人を越し 

たらダメだ 

よ。 

・雨の中ぬれて 

大変だった 

けど，勝手に 

行かないで。 

後ろでも乗 

れるから。 

図 1.ワークシート(発問 3) 

・こらー。ちゃんと並びなさい。先に行った

らダメでしょう。 

・よしこ。なんで一番前に並ぶの。疲れてい

るのはわかるけどもっと疲れている人も

いるの。順番を守ってちょうだい。 

 児童の記述の一例を提示した。このように，

客観的に見たよしこを，児童が自分なりに考

えて書けていることがわかる。 

 ワークシートを工夫することで，児童が考

えやすくなる手立ての一つであると考えられ

る。一方で，児童の考えにレールを敷き過ぎ

てしまうことにもなりかねないので，児童の

考えの幅を広げすぎず，狭めすぎないような

ワークシートをつくっていく必要があると考



 

えられる。 

【展開 後段】 

 展開の後段は，資料から離れ，今までの自

分を振り返り考える時間にした。 

 (ア)発問とワークシート 

 今後の児童自身の日常生活につなげていけ

るようにするために設定をした。 

図 2 の囲み部分は，ねらいが先にわかって

しまわないように空欄にしておいた。実際の

授業では，「この空欄にはどんな言葉が入るで

しょうか。」と全体で児童に聞き，児童から「周

りの人のことを考えればよかった」と出てき

た。児童から出てきた言葉をそのまま黒板に

提示し，ワークシートに書かせた。 

今回は全体で共

有してから書く形

をとったが，児童

それぞれに空欄を

埋めさせることも

可能なのではない

かと考えられる。

そのようにするこ

とで，児童が授業

を通して何を感じ

たのか，考えたの

かということを教

師側が把握するた

めの一つの材料に

なるのではないか

と考えられる。 

 図 2.ワークシート(発問 5) 

発問 5 

あの時もっと（周りの人のことを考えれば

よかったな）と思ったことがありますか。 

児童の反応（ワークシートより抜粋）原文ママ 

・電車に乗っているとき 

席をゆずればよかったなぁ。 

・学校で科学館へ行った時 

他の人（一ぱん）がならんでいたのにゆず

らなかった。 

・家で食べ物のジャンケンをする時 

自分のことしか考えていなくてジャンケ

ンをせずに食べ物を食べちゃったこと。 

・おにごっこ 

 かってにわたしがぬけたから，いやなきも

ちになったと思う。 

・中休みにサッカーの時 

もっと友達にパスをすればよかったなと

思ったことがあります。 

・ブランコにのっていた時 

かしてと言われた時，はやくかしてあげれ

ばよかった。 

・習い事のかたづけの場面 

かたづけが大変で，でも人が 3，4 人いたけ

ど，大変なかたづけは，もう少し人数がひ

つようなのに，みんなが集まっているから

つられてみんなの方へいっちゃったから

助けてあげればよかった。 

・水泳のこういしつのロッカーがあいている

所が少なかったとき 

 二つもロッカーをつかってしまった。（ビー

トばんやプル，パドルは下におけばよかっ

た） 

 児童の反応から，自分なりに自分自身のこ

とを振り返って考えることができていること

がわかる。学校でのことを考えている児童，

公共の場でのことを考えている児童など様々

な場面でのことを考えることができている。 

一方で，書きだすことができない児童もい

た。「思ったことがない。」や「多すぎてわか

らない。」という理由を言っていた。そのこと

から，自分のことを考える際，児童の実態や

内容によって，より具体的な場面を提示して

考えさせたり，振り返りだけではなく，今後

のことを考えさたりするような発問をしてい

くことが必要だと考えられる。 

【終末】 

 終末の教師の話は，「えらい」「すごい」「こ

うしようね」というように，児童が「こうな

らなきゃ。」「そうしなきゃ」と思ってしまう



 

ような価値の押し付けとなってしまう話では

なく，見た話や出来事，格言や名言などとい

った，教師から価値を押し付けてしまわない

ような話をしていくことが必要だと考えられ

る。 

実際の授業では，以下のような話をした。 

この前の校外学習で，あるお友達が体験

をしていました。その体験をする機械のと

ころには誰も並んでなかったので，その子

は続けてやろうと準備をしていました。そ

こに，他の学校のみんなより小さいお友達

がやってきました。すると，その子が「先

にいいよ。」と言って先にやらせてあげて

いました。そんな場面を先生は見ました。 

 児童は，しっかりと話を聞くことができて

いた。児童の中での出来事を話すことで，児

童も身近に考えることができたのではないか

と考えられる。このように出来事などを話す

ことは，児童自身がどんなことをしたらいい

のか考えるきっかけとなり，今後の生活や行

動にもつながっていくのではないかと考えら

れる。一方で，ねらいとする価値があるので，

その部分がうまく組み込まれているような話

を考える必要がある。 

(5)アンケート調査 

 授業の事前事後でアンケートを実施した。

以下の質問を行った。 

(ⅰ)ごみが落ちていたら拾っていますか。 

(ⅱ)そうじ分たんを仲良く決めていますか。 

(ⅲ)ろうかが水でよごれている時，進んでふ

いていますか。 

(ⅳ)遊具を使って遊ぶ時，友だちとゆずりあ

って遊んでいますか。 

(ⅴ)列をつくる時，ゆずりあっていますか。 

(ⅵ)道徳で「雨のバス停留所で」を勉強してか

ら，周りの人のことを気にかける機会は

増えましたか。 

 授業後のみ，(ⅵ)を設置した。なお，事前ア

ンケートをしていない児童と授業を受けてい

ない児童，計 4 名は除いてある。 

表 2.授業前アンケート結果 

質問 

内容 

している 時々 

している 

あまり 

していない 

していない 合計 

(ⅰ) 5 人 21 人 3 人 0 人 29 人 

(ⅱ) 22 人 5 人  2 人 0 人 29 人 

(ⅲ) 4 人 16 人 9 人 0 人 29 人 

(ⅳ) 19 人 8 人 2 人 0 人 29 人 

(ⅴ) 22 人 6 人 1 人  0 人 29 人 

表 3.授業後アンケート 

質問 

内容 

している 時々 

している 

あまり 

していない 

していない 合計 

(ⅰ) 14 人 13 人 2 人 0 人 29 人 

(ⅱ) 22 人 5 人  1 人 1 人 29 人 

(ⅲ) 9 人 14 人 6 人 0 人 29 人 

(ⅳ) 24 人 5 人 0 人 0 人 29 人 

(ⅴ) 19 人 10 人 0 人  0 人 29 人 

 表 2 と表 3 を比較してみると，ほとんどの

項目で「している」「時々している」の人数が

増えていることがわかる。特に人間関係形成

に関わると考えられる(ⅳ)と(ⅴ)の「あまりし

ていない」「していない」が 0 人になったこと

は，成果であるといえる。授業の中で自分の

ことを考えたことによって，周りの人のこと

を考えて行動することが増えたのではないか

と考えられる。 

 また，授業後アンケートの中で，『道徳で「雨

のバス停留所で」を勉強してから，周りの人

のことを気にかける機会は増えましたか。』と

いう質問を行った。(表 4) 

表 4.授業後アンケート項目 6 の結果 

増えた 少し増えた あまり 

増えていない 

増えて 

いない 

16 人 10 人 3 人 0 人 

55.2％ 34.5％ 10.3％ 0％ 

 この結果より，多くの児童が，授業後に周

りの人を気にする機会が増えていることがわ

かる。一方で，「あまり増えていない」と答え

た児童もいた。「あまり増えていない」と答え



 

た児童を見ると，今までもそのような行動を

心がけていたのではないかと考えられる児童

もいた。 

 「増えた」と答えた児童の中にも，なかな

か周りのことを考えて行動することが難しい

児童が，何人かいることも実際である。実習

の中で，周りの児童の注意を聞き入れず，自

分がやりたいことをやり続けてしまった児童

や，自分の都合のいいように解釈をし，友達

に迷惑をかけてしまった児童などをその後も

見かけた。道徳を通して，児童が考えたり感

じたことを実生活で実践したり考えたりする

ことは簡単ではないということがわかった。

それを踏まえ，継続して児童が意識をしてい

けるような手立てを考えていくことが必要で

あると考えられる。 

 

5.研究のまとめ 

(1)成果 

 表 4 のアンケート結果より，約 90％の児童

が「周りの人を気にすることが増えた」と答

えている。この結果より，普段の生活におい

て道徳で学んだことを，少なからず意識して

いることがわかる。道徳を通した今回の取組

は，望ましい人間関係の定義とした「周りの

人を考えて生活していく」という部分で，1 つ

の手立てとして有効なのではないかと考えら

れる。 

また，道徳の授業のどの内容項目において

も，自分のことを考える道徳の授業を続けて

いくことで，児童の普段の生活での意識も変

わっていくのではないかと考えられる。普段

の生活で意識していけるようになれば，望ま

しい人間関係形成にもつながっていくのでは

ないかと考えられる。 

(2)課題 

①「考える」と「実行する」を結び付けるた

めの手立てを考えていく必要性 

 児童のワークシートの記述と，授業後の日

常での行動を見ていく中で，考えることがで

きても，行動に移すことが難しいと思われる

児童がいるということもわかった。また，頭

で理解できていても行動に移すことが難しい

こともある。そういった中で，児童が考えて

終わりではなく，行動につなげていけるよう

な手立てを考えたり，教師のかかわり方を考

えていくことが必要であると考えられる。 

②道徳での学びを生かしていくことの重要

性 

今回のような道徳の授業を行っていく事

が 1 つの手立てとして有効であると考えられ

るが，道徳の授業をしただけでは望ましい人

間関係を形成していくことは難しいと考えら

れる。道徳の授業が望ましい人間関係を形成

する基盤であり，道徳で学んだことを特別活

動，学級づくり，各活動，各教科等すべての

教育活動と繋げて取り組んでいくことが大切

であると考えられる。 

望ましい人間関係を形成していくために，

各方面での学びを結びつけ，1 つの手立てだ

けではなく，様々な手立てを実態やクラスの

様子に合わせて行っていくことが必要である

と考えられる。 
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